
家蚕の五齡期に於ける攝取養分の利用に就て

富秀雄

Hideo TOMI:- On the utilization of nutrition taken in fifth stage of 
silkworm larvae.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　醤

灘も搬生物に於けるが如く・期擁購養分の一部を蛉系爾のため自副鞭囎雌　i
に利用するは勿論、更に運動及び坐塵物生成のエネルギー霊して、其の一部を溝叢するこざ久　　ii

砂からざるものである。特に網綜物質の矯成は、主εして5齢期に於て顯著に脅はるるもの

であるが、故に灘児の5齢経過中に於ける辮取養分が、羅質蚊に網質物の増成に如何に利用

せらるるかを究はむる事は、獄の生理上は勿論、實用的にも極めて重要膿鯵柄であるにも拘は

らず、塞聞にして筆者来だ是等の關係を明かにせる文獣を見ない。　　　’　・　　　　・　　　i「

，欝灘蕎灘警撒総鑓誓輪翻磁欝雑諜謡、i讐謄／

嫌翻辮雛縦筈鵬＿助＿＿1、俊つ1
雛糊鱒は璽’灘灘搬　騨を表するll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i．1

は灘糟ll㈱堀ム種’灘の繍脚日の給桑騨騨鵬等／
（一）試験の材料　　　　　醸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

調査同別

第1何調査

第2周調査

第3同調査

一　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・　一　『　　　一一　・　一　　一…　　一　　　　　＿＿＿＿．．“＿“　　　　　｝

調査博期　　　　供試蹴　品　繍　　　　紛奥桑晶租

ユ938｛ff初秋舐　　　　分膚佑「身一勃離×満　　　　　　月　　　　　魯　　　　　桑

1938Sff．晩秋盃援　　　　皮一一〇一ヒ：易t暁×『≡1－一一一一號　　　　　魯　　　　　 桑

ユ938年晩秋澱　　分離白一號×満　　　月　　　魯　　　桑

傭　考　4齢迄は何れ養本揚飼育概準に依”普通育をなせるものである。

　　　　　　　　　　羨
1碍の給桑同鍛　　　　　i
　　　　　　　　　　　

　了…’『面…　　ほ

5　　　同

5　　　陶

調査同別

第1回調査

惟別

雌

雄

5齢餉食月日

8月11日午前12時

　　　〃

催熟月　日

8月ユ6圓午後3時

　　　〃

絡熟月　臼

8月17日1f二喬寸10時

　　　〃

醐，　査　　期　　脚

gs月工珀欄聯 p6日搾

i

第・2回調査

第3岡調査

雌

雄

雌

雄

9月15田請F前10箕寺

　　　レ

9月23日午蘭10晴…

　　　〃

9月23口午前12時

9月23日午前10時

9月24日午前10時

　　　e

躍lll醐謙10月1日lli前8日寺

i　”

爾蒲醇葡爾　　　／

鍛・肌6El午前・塒　田　li

　　　　　　　　　　　　　　ほ

醐23日禰塒｝欄　i　

塁8器緋離8臨｝7日間　li

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
鰍難聯第＋強第遡コ939　　　　　　　　　　　　　
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（脚）調資の力怯
　　　　　　　　　　　　　（A）　調査用獄兇の飼育取扱

　　　　　　　　　　（1）　溝化乾物最調査用羅児の取扱

4齢迄混合育をなせる5醐喰遡P拗麟紳より、敬的・va育均等t・・’る伽を雌綱Uに

炎々200頭2口宛を選び、其の1口宛を溝化乾物量調査用εし・他の1に！宛を病嶽・渡育

不良獄難の揚合に於ける補助Ki　N－’しナこ。何れも餓桑識型勘逸数を防ぐナニめパラツイ魂疇

上にて劃桑（葉柄を除く）給與の普通育ξしたc。給桑jlヒは各口1頭常りの轍を醐獄ざし・食

桑傘60－70％を目標εして其の魔を調節した。

　　　　　　　　　　（2）　聾：譲騰質蚊に絹貿物嚇成llt調査用獄児α）取扱

　雌雄別に夫々300頭1口鉋を選び、此の中より毎日20頭宛を援羅質蚊に絹質物糟成蜘凋

査用εして探取した。飼育取扱法、給錨ヒは勿論、薗詫己の滑化乾物瓢穀胡糎ll∬魏の揚倉S圃…

である。叉、病撒、褒育不良獄を生じたる揚含は1前識の補助用職児中より火婦ll給する事ε

した。
　　　　　　　　　　　　　（13）　雛兇の桑藥漕化乾物飛の測建

　　　　　　　　　　　　　　　（1）　i近イ以溝イヒ」陀可勿灘ヒ

　前記の如く雌雄箭200頭に付きll簿法に依り、簿臼の給繋澱、残渠徽、釧i泄ll勿繊を乾燥し乾

物εして調査し、給桑乾物燈より残桑乾物鰍・緋泄物乾物鍛を捜除せるものを灘艶の近似湘化

鋤齢しtc・　　　（、）難齢翻勿嶽

　起蟷及び食桑中の灘児10頭を蘭食後1日圏微に解剖に附し・溝食管内の求浦化物を町峰

に取出して乾燥秤鍛し、近似溝化乾物母ざの蕪を求め・徳日の翼蕉溝化乾物騒を鐘撫した。

　　　　　　　　　　　　　（C）　絹質物塘成燈の測定

　前罷の滑食管内未溝化物壁調査の翻見を併用して網綜腺乾物盤を測定し・前日の綱綜腺乾物

量εの差を求め、毎日の網質物増成鰍εした。

　　　　　　　　　　　　　（D）獄髄質増成盤の測定

　薙に言ふ髄質εは、全獄髄乾物最より・絹綜腺乾物蚤及び溝食管内未溝化物乾物蹴を挫除せ

る残絵の謂である。

　起懲及び餉食後1’日目毎に獄兜10頭を乾燥秤壁し・前記の各調査に依つて得たる網質物

重量及び滑食管内兼滑化物重燈ミの差を求め、毎日の膿質増成蟻を鐸田した◎

　　　　　　　　　　　　　（E）養分利胴度

　眞正消化乾物量に饗する絹質物蚊に髄質塘成母の100分奪を求め・毎日の養分利用度ミした。

ll．試　瞼　成　績

　　　　　　　　　　（一）試験中に於ける毎日の温淑慶

木試験は、普通慧室内で行ったもので、調査中に於ける毎日の温灘度は訳蓑の如くである。
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第い表試験中に於ける温漁慶調査

調査隅別

第1陶關…盗

溜鰹日轡

濠1度ぐc）

滋度（％）

10　　2H
3創’4．　H

128．52sβ・s．kt

　　　　　　In・Ol　78・2　s2°X，

　　　　　　漁慶（°0）’　　25．S　　25．0
第2阿調査
　　　　　　7s，k　度（％）　　　　　　71．1　　　　79．7

第3同調査
瀧慶（℃）

灘慶（％）1

25．6！　　　25，3

70，5　　　73．0

24．9

84．0

24．S

77，2

5日

丑8，0　　　L＞S．O

s．　：1，S　　　8（］．7

24，7

7G．3

24．7

80．O

24，7

76．3

24、S

S1。O

6日

％，4

76．6

25．6

so．3

7日

25．0

7s，O

躊5，5

80。r）

8日　　　　　1「

　　　　　k
25、o　　　i

7B，o　　　　肇

　　　　　’　（二）纏量・麟量・餅量・排泄物澱　　　　i
試馴・於け・鯛の纏榔竜繍食磁覇肋・iヒは獄の鋤である・　　i
　　　　　　　第二表　第1同調査に於ける鷲児の食桑蹴調査（鋼‘10頭）

　　　　1
＿　　　　　欝

　　　　｝

　　　　i

’－一

ﾃ一・一一旦劃1・日　2・　・日i・日い日

雌

維

給桑耽物最（9）

残桑jl吃物鍛（9）

食下麓物澱（9）

食　・桑　確（％）

排泄物乾物澱（9）

給桑ua物燈（9）1

捜桑寧乞q勿澱（露）

食下乾物鐙（9）

食　桑　率（％）

．排溝物乾物鍛（9）

1　　4．8105

　　　1．6S7S

　　　an　230

　　　64．92

　　　’1．837r）

　　　Ll，3731

　　　1．5375

　　　2．8356
1

1　　　64，84
1

1　1・65°o

7．7235　　　　　　9．5829

2．6421　　　　　　　　3．3492

5，0814　　　　　　　　⑰，2欝37

65，79　　　　　　　　　65．Q5

2．3063　　　　　　　4．2000

7．109S　　　　　　　8．95G3

2．2602　　　　　　　　3，1956

4、849〔1　　　　　5．7607

‘js，21　　　　　　　　64。32

2，0625　　　　　　　3．8250

13．15S3

4．工e41

9，0542

　68．81

δVI8S

コ2，1495

3。7445

S，4050

　69，18

5．4188

第三蓑　第2同調査に於ける錨兇の食桑鑑調査（獅10頭）

ユ2，8770

4、7522

8．1248

　63．10

4．8863

11．7064　　　　　T

3，8327
　　　　　　　蒙
7，8737

　67．26

4．8000

R，「ヨー」…L2璽」・唄・日i・・1・明・日1・明・日い・
　

雌

雄

給桑乾物漁（9）

残桑乾物景（9）

食PF乾毎勿G℃（9）

食　桑　寧（％）

排溝物乾物鍛（9）

給桑乾物鴛（9）

殖桑京乞物貴（9）

食下乾物鎌（9）

食　桑　寧（％）

排泄物乾物澱（9）

2．6446

1．0222

1．6224

C｝1　．35

0．9756

2，4042

0．8225

1．5817

65、79

0．9719

5．0851　　　6．76S2

1，9277　　　コ。9995

3．1574　　　　4，76S7

62。09　　　　70，40

2，307葺　　2．6225

4．6盟8

1．4830

3．1398

67．92

2．e65窪

6，1529

2．1363

4．Ol6C

65．2S

2．3294

6，90Q4

2，8248

4．0756

r）9，e6

3、4149

6。273コ

2．6983

3．5748

56．99

3．0205

7、2546

2。470ユ

‘L，7s45

G5．95

3．62G2

6，5951

2．1157

4，4794

6792

32485

7．6235

2、5555

5．0680

66，48

3，7899

6．9305

2、3438

4．5S67

66，ls

3，5377

9，盟90

3。IO50

6．1440

66．43

4，3375

8、8086

3．0011

5。8075

65，93

4．0495

莚

ユ0．0467　　　　　　　！i

3，335・　1

6．7U6

66，81

4、30S3

i
　

9・5683　　1

3．3604　　　1

　　　　　　　
6．2079　　　　1

64，88　　｝1

4．130S
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第四表篤q．阿調査に於ける鱗児の傘桑燈調査（til・10頭）

聡

・霊畷笥一・一　・一一一“幽　一　　　　．EUtt「ww－　　睡　購　　　　脚蜘購酬．一一・　一鋤舷騨剛博　

L畿＝馳醜一「＝二瓢歳＝ぐ＝醐一日　　　一噌篇：二：忠職P諜一一一LV－一一：t．　凹　　　嵩一・一一一T－一…　F－一　　・一・一一冥t…：－r－一＝・　－r．tt　　・．…　　　、：∵・：＝・・：：・轟師．罵層「磨’…－rz””r’rt，　rt’∵撚』「”・噸’旧國’・鴨

項、ﾎ一耳一迎一レ臼・酬・日｝・剛・酬・r・1レ・

雌

雄

給桑」陀物飛（9）　　、3．1481

残桑乾物燈（9）　　　1。1692

食飼ド1吃瓠勿ゴ義（露）　　　　　1．9789

食　　藥　　as（％）　　　62、s6

排測刎轍（・）い・2＄6r）

給泰桝勿彙（，）1い加・7

廼桑乾物澱（9）1u4。7

食下糊繍（酬　コ；8500
食薬as（％）il　6・…

排泄物乾物1耶1（9）ll　1・1852

　　　　　　　　1p

6．0785

2，1925

11．SS60

63．93

2．5772

5，4707

1．9，　20S

3．5499

G4．89

2．4199

8　，9！778

3．2114

5．2664

62．12

3，4G82

7．6300

2，99M’，“）

4，6385

6e．7CJ

：1，1．1．90

8．s737

3．6160

5，2577

59．2昌

3．6698

7．gso3

3，235露

4．7511

59．49

3．4084

　　9，8029

　　3、4902　　　　4．56S5

　　6．31271　　8．6807

　　砿・・1・茄・

圭＿鯉烈．一．fl：璽

8．9117

2．931ユ、

5，gsOG

l｝7，工1

4，：弓7s；1

ユ3、蝕49三ヨr　　　g，4658

19．0448

・1・，1，711，

7、8737

　65．37

4，9　97（｝

　　書；。189呂

　　G．2760
1　｛｝t｝、：30

　　4，9223

　　9．oユ51｝

　　鵠517

　　ほ。7G31≧

　　〔13．93

　　・1・．4凸43

　　　　　　　、　（麟嵐脚）翻兇の莚似消化愚蚊に翼正消化澱

1願児の逝i似消化：贋動に翼：1E溝化ll轟：はi次表の如くである，：1

　　第荒表　第1同調齎に於ける舐兇のi近似溝化轍蚊に翼ll三溝化蟻1凋鷹（聡1〔膿D

顎階こ：こ二㍑駈璽一i起ew，ゴレ　ガ9…唄3　副4、n　ガ璃
よ爪匿：■：：　　　　　一　　　．τ豊一一1r　　　．｝愁”層噛「”「－門畠一「甲¶＝一酬…「－，’闇一’‘Lをπ榊’…一．一噛．．「…幽L　一噛゜」一一゜　一一鴨｝甲1Lh闇→畑咽い羅騨聯訟淵輔」1聯㎜麟F．門、吊一脚．ri．　鷺謄蹴訥矯．脚瓢1噛曾糠廟慰裂離　，t／tttt　ttt冒円7、r驚澗聯

雌、

・i匠似泄イヒil啓物轍

菓需瀧乾㈱

1灘】E消化麓物嶽

t㌧1・1・蜘
F

i　一

雌維

亭均

　　　　　　　）
近似溝化乾物澱

灘灘綴】

　　　　　　　1

O，0338

O、0397

、　　　　O，54・02　　　　　　0，6960

　　0。bt　ss9　　　　2．6ユ93

　　　　　1

コ誓£8551　　　　　虻775！

1，工S56　　　　　　2、7871

0，431G　　　　O．5790

0．7878　　　　　　　2、6397

1．235G

O．4S59

0．78S4

2，7Sll

o．6375

3，6295

ア

2．033亨

o，7636

工．9661

1．9357

e，7174

1．7973

1．9847

0．7405

1．SS17

kt　　　　　　　　　　　ド
：喜．3354　　　　　　｛3．238飾

1，24go　　　　　】，0322

2，8500、．　　・n，4筋3

2，98G2　　　　　　　3。Oア37

工，0388　　　　　1、0800

2．6648　　　　　3．0325

3．IC，OS

1．1439

2．7574

第六表　第2同i凋査に於ける獄兇の近似溝化鍛蚊に翼正漕化1甑調査（grlO頭）

3。15Sl

1，Q561

32439

、球有・一一馬璽」海1釧1臼i2副3則4口：5国6明7明s口

雄

雌雄

牟均

近似溝化乾物澱

鵜鴇乾物澱
旗n三消イヒ乾’il勿鍛

近似消化乾物鍛

渠離跡艶物最

髭1E溝化乾物歎

9，

0．Ol12

』‘＿」畠＿＿＿

o，Q工83

O．0148

0．646S

o．17c，4

0．4814

o．60gs

O．209S

⑪．4183

0．6283

0，1931

0，4500

F
O．8502

0，4◎GO

O．620S

　

2．1462

0．4240

2、1’Q82

ユ．Q746　　1．6872

0。4226　　　0．4334

0．＄6ユ8　　1．6764

0．9624

0．4143

0．741鴬

1，9167

0．4287

1．～｝023

0。6607

0．5566

0。52Sl

0．5543

0，5034

0，4S43

工．1583

0．5962

1．工1s7

　　　1

0．GO75　　1．1916

0、5300　　0，5719

0，50G2　　　1ユ527

1，2309

0．d「476

：，IS67

1．2781

0．653s

工，2205

ユ。0490

0．6436

0、9530

1．1636

0．64S？

1．OSC；8

s｛　　　　　　　に

1，SO65　　　日．4033

0。804・±　　o。631⑪

1，6559　　　2．5767

工、75SO　　2，0771

0．7242　　0．5164

1・G774 P既2S49

1．7823

0．7643

1、㈱7

2，2402

0．5737

．2．4m8
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　　　第七表t・第夢圃調査に於ける澱兇のi近似消化澱蚊に眞玉療肯イヒ：鼠調査（調・1⑪頭）
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　示表の如く、日々に於ける絹鷺物壇成蟄は鑑児の畿育に俳うて漸堰し、催熟期に及び減少す　　　「1／

る1餉がある訊講朧職戒量は購曙しく期趣を慰するものにして沖鯛迄購　1、理
姻力けるが・期糊乃至盛鯛の欄に於て急灘減少し・腋再囎加い燃騨こ入　｝／
るに及び漸減するcr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／i
　　　　　　，　　．　　　（五）獄兇の養分利用度　　　　　　　　　　　，　　II

1欄徹より糊の難酒な櫃1、閾する、撒轍1、㈱騨成利膿聯附るに獄め　！

如くである。

　　　　　　　　　第十一表　第1回調査に於ける獄児の養分利用度調査
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　獄児の養勢利用慶は、’勿論、調査例及び雌雄に依り多少の窪異はあるが、大艦歌の如き傾向

を認め得る。即ち絹質物増成利用慶は、鷲児の渡育に絆うて壇加するが、此の傾向は大轍隆中食

期に入るに及んで著るしく、盛食期の初期に於て最高に蓬し、以後漸減する。P4、鱗騰質増成

利用慶は、少食期（第2日）に高く、中食期乃至盛食期前（第4FDに最1邸直を示し・以後

塘加するが、催熟期に入るに及び再び減少する。斯くて杢養分利用度は、少食期及び盛食期の

爾期に高く、中食期頃に低い傾向がある。

皿．一般的考察
　以上の放績は、豫備的調査の範嗣を出でず。從つて正確な1斯定を下す事は困難であるが・既

に登表されて居る2、3の文獣計ヒ較蔚照して少しく考禦を試みる事ざする。

　寡鷲の5齢緯過中に於ける絶食、づζは給柴不足等の鶯養障害が、餓質及び繭質に及ぼす影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くをり
響度は少釧激に盛食期に高く・中食期に低い曇1脚匝引・」馳の執即）嚇霞の｛1騰も曝髄

腱であり、叉不良氣象0）影響に於ても岡様の結果を招來るす粥は鈴木N荒オく、大櫛等の譜氏の

既に報告せる腱であるo
　　　く9）
　更に八水博士は、lll腋の譲透腿ノ乏び電鱒傳鱒度の測定結果より、鐙理的瓢期を嘔別し・叉岡

様の働｛蒲鱒士のua・｛1：に依つても蹴れる．御麟廠1燗瀦氏の嬢㈱燃1【腋

生理及び同氏の蜜験結果より、蹴置齢の懸養、孟醐燭2期を唱へM蟹養障審の影響度は齢縄

過隣撒の25％及び75％の爾隣期に於て高く、從つて此2期に於ては精に鱗養不足に鋤す

る沈意の肝要なる事をユ三張して贋る。

　前紀諸氏の戚績ε筆潔の戚績εを比鞍するに、其の間に殆んさ相一激せる傾向を見出し轡

る。特に筆潜の放績より槻るに、網質ε鑑髄質ざに及ぼす簿養嗣係は賜らかに其の蒔期を異に

する事を示して居るo

I即ち（一）揖取養分の獄騰質増成利用度は、齢懸過の初期に先づ高度を示し一1此の晴期に於

ける管養分0）豊密なる給奥が’）鷲兇の髄質櫓成上、極め丁必要である事を明示して贋るe此事

實は獄齢の初期に於ける縄食乃歪、給桑不足等が、他の時期に於けるよりも特に減欝歩禽を多

からしむるεなす前記諸氏の實験結果を裏書するものである。叉此時期に於ける綱質物増成利

用度が極めて低値なるに拘はらず、齢初期の絶食、給桑不足等が、繭質に悪影響を及ぼす事は

前記の理由に依り獄の健康に悪影響を及ぼし、延いて其後に於ける絹質物の坐成を阻審するS

雷ふ間接的理．由に基ぐものε考へらるる。

　款に（エ）絹質物増成利用度は、大髄盛食期の初期に於て最高値を示す。從つて此剛賜に於

ける維食、3くは笛食等が繭質に悪影響ある辮も自から首肯し得らるる塵である。特に欝齢初期

に於ける影響が闇接的であるのに反し、此時期に於ける影響は慮接的である。」又、此時期は鷲

艦質増威利用度も梢々増加する。從つて此時期を維過すれば・鍛兇は略一個髄Sしての髄質

徽瓢捕繕継蟹｛黛総犠錨1踊難星瞭繍警蕪
の諸氏の成績ε比較饗照すれば自から分明する慮である。

　最後に（三）中食期に於ては、絹質物増成利用度は急激に増加するに拘はらず、鍛髄質増成

利用度は著るしく低下し、從つて全養分利用度は齢経過中の最低値を示す。如薪く髄質増成利

用度の低下する原因に就ては、（a）軍なる騰質増成機能の減退に依る揚合、（b）他に何等か

の生理的要求に依り、養分溝費作用の増大する結果に依る場合等の理劇が想像されるが、是等

の關係に就ては、猫後日の研究に俊つ可きものであらう。兎に角・過去の成績が何れも中食期

に於け砧秘轄の影響度が・イ⑳醐に於けるよりも僅少なる事實より考察するに・糊は
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